菊陽町におけるレジ袋削減に向けた取組みに関する協定実施の細則　
（目的）
　第１条　地球温暖化の防止と循環型社会の構築に向けて、身近にできる取組みである「レジ袋の削減」を推進することにより、温室効果ガスの排出削減やごみの減量など、環境保全のための実践行動の促進を図ることを目的とします。
（事業の取組）
第2条   事業者、市民団体及び菊陽町（以下、「町」という。）並びに熊本都市圏レジ袋削減推進協議会（以下、「協議会」という。）が協定を締結し、協働により、次のとおりレジ袋の削減に取組むものとします。

（1） 事業者は、レジ袋の無料配布中止やその他の方法によりレジ袋の使用削減に努めます。

（2） レジ袋の無料配布中止を行う場合は、１枚あたり３円以上とし、売上金が発生した場合は、　

社会貢献活動に活用するものとします。

（3） 事業者は、レジ袋削減に向けた取組状況を町に報告します。

（4） 市民団体は、事業者の取組みを支援し、消費者への呼びかけを行います。

（5） 町は、消費者の理解と協力が得られるよう、広報等により事業者の支援を行うとともに、レ　ジ袋削減の効果を公表します。　
（6） 協議会は、レジ袋削減の効果の検証や情報交換などを通して、取組みの拡大を目指します。
２　協定の期間は、平成26年3月31日までとします。
（参加対象者）
第３条　本協定に参加できる者は、次のいずれかに該当する者とします。

（1） 町内に店舗がある事業者
（2） 熊本都市圏内で活動する市民団体

（3） その他協議会が認めた団体
（事業者の参加要件及び取組内容等）
第４条　事業者の参加要件及び取組内容等は、次のとおりとします。

１　参加要件及び取組内容

（１）スーパー・その他
次に掲げる項目のうち、アを必須要件とし、その他に２つ以上選択して取組んでいただきます。
ア　マイバッグ持参率向上のため、レジ袋の無料配布を中止し、レジ袋が必要な方には有料
（３円以上）で提供する。また有料レジ袋の売上金を社会貢献活動に活用する。
（※レジ袋 売上金は、「レジ袋販売代金」から「レジ袋原価等」を差し引いた金額）
イ  繰り返し使用が可能な買い物袋（マイバッグ等）を提供、販売する。
ウ  レジ袋が必要であるかを消費者に確認する（声かけ）。
エ  レジ袋を辞退する意思表示のカードを作成し、レジに設置する。
オ  その他(ポスターの掲示など) 

（２）商店街・コンビニエンスストア

次に掲げる項目のうち、３つ以上選択して取組んでいただきます。
なお、商店街・コンビニエンスストアのほか、協議会が認めた事業者については、この方法により参加することができます。
ア  マイバッグ持参率向上のため、レジ袋の無料配布を中止し、レジ袋が必要な方には有料(３円以上）で提供する。また有料レジ袋の売上金を社会貢献活動に活用する。

（※レジ袋売上金は、「レジ袋販売代金」から「レジ袋原価等」を差し引いた金額）
イ  レジ袋を受け取らない消費者に対しキャッシュバックを行う。
ウ  レジ袋を受け取らない消費者に対し特典を提供する（ポイント制など）。
エ  繰り返し使用が可能な買い物袋（マイバッグ等）を提供、販売する。
オ  レジ袋が必要であるかを消費者に確認する（声かけ）。
カ  レジ袋を辞退する意思表示のカードを作成し、レジに設置する。
キ  その他(ポスターの掲示など) 

２　数値目標の設定

　　　レジ袋の無料配布中止（有料化）によりレジ袋の削減に取組む事業者は、マイバッグ持参率８０％以上、無料配布中止以外の方法でレジ袋削減に取組む事業者は、マイバッグ持参率３０％以上の目標を掲げていただきます。

３　実施状況の報告

　　　事業者は、実施状況について実施報告書（様式第1号）により定期的に町に報告していただきます。

（１）平成24年3月分まで　　　毎月報告（翌月15日までに報告）
（２）平成24年4月分以降　　　四半期ごとに報告（例：4～6月分を7月15日までに報告）
（市民団体の参加要件及び取組内容）

第５条　市民団体は、次に掲げる項目全てに取組んでいただきます。

（１）マイバッグ等の持参によるレジ袋の削減を消費者に呼びかける。
（２）レジ袋の削減に取組む事業者を積極的に支援する。
（町の取組内容）

第６条　町は、次に掲げる項目に取組みます。

（１）事業者及び市民団体等の取組みについて、町の広報誌、ホームページ等での広報支援

（２）レジ袋削減啓発のためのステッカー、ポスター、のぼり旗等の配布

（３）事業者からの実施報告のとりまとめ及び協議会への報告
（参加方法）
　第７条　参加を希望する事業者及び市民団体等は、参加申込書（様式第2～4号）に必要事項を記入し、町に提出するものとします。
（協定の変更及び脱退）
第８条　協定は、当事者からの申し出に基づき、変更ないし脱退できるものとします。
２　協定に定める事項について変更しようとするとき、協定に定めのない事項で必要が生じたとき、または協定に定める事項に疑義が生じたときは、協定締結者間で協議のうえ定めるものとします。
（補則）

第９条　この細則に定めるもののほか、運用にあたり必要な事項は、別に定めます。

　　

（様式第１号）
「菊陽町におけるレジ袋削減に向けた取組みに関する協定」実施報告書
平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月分
○平成24年3月まで…毎月の実施状況をご提出ください。（翌月15日まで）
○平成24年4月以降…四半期ごとにご提出ください。

（4～6月分⇒7/15、7～9月分⇒10/15、10～12月分⇒1/15、1～3月分⇒4/15）
	団  体  名
	

	担当者名

（部署・役職）
	

	1 マイバッグ

持参率
	・　　　　　　　％（店舗平均）

※下記の注１を参考にご記入ください。小数点以下は四捨五入してください。
	町ＨＰでの公表※

	
	
	□希望する

	②レジ袋削減枚数
	・　      　　枚　※下記の注２を参考にご記入ください。

（上記カウント期間：　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　）
	町ＨＰでの公表※

	
	
	□希望する

	上記期間中の状況
	· マイバッグ持参率が大幅に増えた

· やや増加した

· 変わらない

· わからない　　　　　※該当するものに☑を記入してください。

	キャンペーンに関するご意見など自由にご記入下さい
	


· 全体の実施状況について、とりまとめて町のホームページ等で公表します。

· 各団体の個別の持参率等について、町のホームページ等での公表を希望される場合は、上記「町ＨＰでの公表」欄に☑をご記入ください。

≪マイバッグ持参率、レジ袋削減枚数について≫

【注１】①マイバッグ持参率

次の方法でご報告ください。なお、独自の算出方法で把握されている場合は、既存の方法でも構いません。


※常時、マイバッグ持参者（レジ袋辞退者）をカウントすることが困難な場合は、毎週１回、同じ曜日の同じ時間帯（１時間程度）でサンプリング調査をしていただき、期間中の持参率をご報告ください。〔例：毎週水曜日の午後５時～６時など〕

【注意２】②レジ袋節約枚数

　　　


（様式第2号）
「菊陽町におけるレジ袋削減に向けた取組みに関する協定」参加申込書
平成　　年　　月　　日

	事業者名
	

	代表者役職・氏名
	

	所在地
	〒

※上記以外に菊陽町内に店舗がある場合は、店舗名と所在地の一覧を添付して下さい

	参加店舗数
	

	担当者・連絡先
	部署・役職
	
	氏名
	

	
	〒

TEL：　　　　　　　　　　　　FAX：

Email：


■マイバッグ持参率目標を８０％とし、以下のことに取組みます。

	取組内容

※(ア)を必須要件とし、そのほか、右のうち２つ以上選択して下さい。

※取組項目に☑または○を付けて下さい。
	· (ア)レジ袋の無料配布を中止する（３円以上での有料化）、また、有料レジ袋の売上金（注１）を社会貢献活動に活用する（１枚　　　円）

· 売上金が発生する場合、活用先が決まっている場合は、その内容をご記入ください（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

· (イ)繰り返し使用が可能な買い物袋(マイバッグ等)を提供、販売する

· (ウ)レジ袋が必要であるかを消費者に確認する（声かけの徹底）

· (エ)レジ袋を辞退する意思表示のカードを作成し、レジに設置する

· (オ)その他（具体的に）〔例〕ポスターの掲示など



	※上記のうち既に

取組んでいる項目
	

	報告の実施
	取組み内容及び数値目標の達成状況等についての報告を行います。

	必要物品（注２）
	ポスター　　　枚、　レジ用ポップ　　枚、　のぼり旗　　本

ＰＲ用ＣＤ　　枚　　


· 注１　レジ袋の売上金は、「レジ袋販売代金」－「レジ袋原価等」を差し引いた金額です。

· 注２　数に限りがありますので、ご希望に添えない場合があります。

【個人情報の取扱いについて】
この申込書により収集した個人情報は、連絡事項や通知等、協定の運用にのみ使用します。

（様式第3号）
「菊陽町におけるレジ袋削減に向けた取組みに関する協定」参加申込書
平成　　年　　月　　日

	事業者名
	

	代表者役職・氏名
	

	所在地
	〒

※上記以外に菊陽町内に店舗がある場合は、店舗名と所在地の一覧を添付して下さい。

	参加店舗数
	

	担当者・連絡先
	部署・役職
	
	氏名
	

	
	〒

TEL：　　　　　　　　　　　FAX：

Email：


■マイバッグ持参率目標を３０％とし、以下のことに取組みます。

	取組内容

※右のうち３つ以上選択し、☑または○を付けて下さい。
	· (ア)レジ袋の無料配布を中止する、また、有料レジ袋の売上金（注１）を社会貢献活動に活用する（１枚　　　円）

· 売上金が発生する場合、活用先が決まっている場合は、その内容をご記入ください（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

· (イ)レジ袋を受け取らない消費者に対し、レジでキャッシュバックする

　　（　　　円）

· (ウ)レジ袋を受け取らない消費者に対し特典を提供する(ポイント制等）


· (エ)繰り返し使用が可能な買い物袋(マイバッグ等)を提供、販売する

· (オ)レジ袋が必要であるかを消費者に確認する（声かけの徹底）

· (カ)レジ袋を辞退する意思表示のカードを作成し、レジに設置する

· (キ)その他(具体的に) 〔例〕ポスターの掲示など



	※上記のうち既に

取組んでいる項目
	

	報告の実施
	取組み内容及び数値目標の達成状況等についての報告を行います。

	必要物品（注２）
	ポスター　　　枚、　レジ用ポップ　　枚、　のぼり旗　　本

ＰＲ用ＣＤ　　　枚


· 注１　レジ袋の売上金は、「レジ袋販売代金」－「レジ袋原価等」を差し引いた金額です。

· 注２　数に限りがありますので、ご希望に添えない場合があります。

【個人情報の取扱いについて】
この申込書により収集した個人情報は、連絡事項や通知等、協定の運用にのみ使用します。

（様式第4号）
「菊陽町におけるレジ袋削減に向けた取組みに関する協定」参加申込書
平成　　年　　月　　日

	団体名
	

	代表者役職・氏名
	

	担当者・連絡先
	部署・役職
	
	氏名
	

	
	〒

TEL：　　　　　　　　　　　FAX：

Ｅmail：

	設立目的
	

	会員数
	

	主な活動地域
	

	主な活動内容
	


■レジ袋削減に向けて以下のことに取組みます。

	取組内容

※具体的な内容をご記入下さい。
	(ア)マイバッグ等の持参によるレジ袋の削減を消費者に呼びかける

　

　

　

(イ)レジ袋の削減に取組む事業者を積極的に支援する

　

　

　

	必要物品
	ポスター　　　枚、　のぼり旗　　本


【個人情報の取扱いについて】
この申込書により収集した個人情報は、連絡事項や通知等、協定の運用にのみ使用します。






















































市民団体用

















内容：














　　　　　　　　　　マイバッグ持参者数


マイバッグ持参率＝　　　レジ通過人数　　　×１００％





Ｂ　商店街・コンビニ等用　




















【提出先】ファックス又はメールにより、下記にご提出下さい。


菊陽町環境生活課


ファックス：096-232-5612　　　E-mail:kankyoseikatsu@town.kikuyo.lg.jp





Ａ　スーパー・その他店舗用








レジ袋節約枚数＝　月間マイバッグ持参者数　×　１人あたり平均のレジ袋の枚数


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（不明の場合は１枚としてください）
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